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8日ろ日(土) ､帝rL^帝鵬福祉センター前s･) ､ -,手yl､,/

考l-,-L一助亡乳へ出発しきしT･- ･

バ久の中でlJ ､山林JFLO) -,ttを人のけからLtlニよIl .Tj

qttT拍tt.町村免の絶対亨Tsy,tlFr.t- LJも宋しけTjパら､ 5),●

i,いり軌--火札市内o'芥子Lレ(ニ!,l属しきし仁｡

倣滋レ七79シランで17 ､7Trjンティア勿亨々の峰山､栗

萌で地七一㌧lLo,お酌%していT-.r-/さ､本射こ37tいしく/飲手

々1いT=r-/さきLTこ｡

8日41日(8) ､舶病卯食t‡ rステ｡/ [:諸原Y,&･腔恥こ

っい1,もテーマl二火声挿赤十字病棟牙4･内村和良.油井

働托臥-_fゐ直麻績減食があ･/きしTこ｡

紘5)i jpL^碑の宮木J ､射作岡の併q各卸IJ.柔.命J二線

解LTiL 1 LlriらTiいもC'Y,桝略せざるも略rsい旅tJ ltte*

'lをす.

冴妨同軸病,も易･修を為t射象の今底魚食運びL､l:少ヒ乳

孝明着電昇を乙食tを乙命すべさ⑥蓮焦愈tニ御ロでさr-/, i t

希粗くIPc･し､を1.

勝頼東　平挿　画チ1ー
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9円ろ日L工､斬C'うち′欄頗棟でLfニ打出帝予見角倉

執水禍祉センターから福祉/(ス1､一出発しきしT-_.

途中2-う馴欄もY,I/Ti小.Lら､命如棚1,熱く､キ

扱う碕L=け小^托110の汀＼テILl･一入,/きしT-_.

b碑や､らの藤勉レ七でシランにL事庵､･勃PL手LT二｡

8月4日lトキ#l中LT舶解除が朋総揚11竹rニ小}L仁

や中絶からlLやR各館11勃茶味食が断､d^きしTこ｡

● '7トラウシタンに統し､燦も恒斬T抑れ互の埠やけ
'ノ庵みのより(=･;R山の零ヵ(七くTtC7小い､ちん伊35)Y,秀

丸させC7かきLT-_｡

巧くの亨C,互小社l小の宣揚での掬号があ,/きしT-_示､.ニ
C)ようイ抹食1-,勿ろ打Lこr/)で粗悼軟的′極小,T･_d)Jこ.

ほっtLきしrこ.

統い1一柳表示ニ八の零からあ′/きしr二｡

確守JんC'r/卵.二束くう農外れ蕗Y,f-_rこかし､終車W

斗'Y,i-う拓にlLイpTt･も泉現しF恒'T'iい格動も抑tltえ

●手Lr--｡麹如､｢砕巾＼L麿lTl,tttす八郎希もLl

う病気官由分C,身イ本Y･/ut､1tl受tTty)てIT:T二や㌧ T･,LJ ､受

LT入れTニ'/していく過梓があを･J t=も廃しし､もo'があっrこ

梯子抽去れ15れrこ｡凌揚一同､解きIIか丸,1娩
S^Ll}L,r=.

線､1､.月イ如為1ら小1J‥lう趣1頒池Jんや(.絡さ

外れrこ｡二分稀唯症aお手JFvも項てら小r:2i鼻､が

んばっ1 1ら小Tこ梯子Ll液を練りものやtla)′IきしT-_｡
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"葎叫7.やヾ山で,17棟も葛で1さT--,,い､う春吉パタタい世

の中イ∴`'キ確(二葛1 C,i^Tニ′′ Y,喜久ろ手･tttlニtT ､他人にl‡

抽巾い葛為があっTこものY,/SJいき了.

互C)〃灸∴碁さ碑緒､艶命韓頻yl穐き､解余7ヒ〇一JLを琢

舛して､之日脚の田植官矛足Y)1秒)終えをLTこ｡
･I賂lまバスC'中イlで一L^rFtC､も楽し〟73㌦ら､声如

孝弘l二もt:､L/tLrこ｡

場JんJt.甚助準TttLTこ｡　　　　　　　　　●

小鳩愈　LLJ帝　展で矢-I

/門占鼻8月3し土) ､ 8月Lf目し日工うわ3回麹動も為･

碩島為Y,麻棟o'金融紛拘ヒ頃序で.奇､･督.伝巨鴻･碑
C)天姥･絹針二む小,て牙かーtV7 /yl顔して行rJ:わか､

･r勝真顔かC7L‡/Sあの劾ロでL Tこ｡

8日3日､十勝等建PL‡帝私事こきYll,/考い/7トイす)で

/ユ翫lt//吋二出動/(t久の馳%LJ ､卵子碑･Ltlすb

山崎1ん摘綱.叫根幹手1んが､vg1t･々マフ11% J人●

lつすーっ協までつtll頻L･一入小て碑,てさてTJ Iノ(棉

15Kc頑がLすがlニ3･ニーク) -,'一切ウJ手でLTこ｡

山根絶JんによるFr-Lt.凍み1.≠/0,000′000｣メ

イyc)争(･一桁tl斬｡々1しいようで.錐LL･クイ7:l各

項Jh一生賂命秀丸?予定息LJl=虜嬢､ドライブインで一

I軋･｡風食もR,rJがら′噂に火乳へ列属し･句舟渡の7rtテ

ルへ｡
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歓通しや70シタンパ/8時よ/) ､ケ(醜吟新仏シターで勿

り.ケ楓,Se>l紛､ポランチ^ 1の電球.め,/がとうわぜ拓

LこなIJれr-I ｡雫JTm田.毛ダンゲンスTLt,Lt担てtl

I-_r-/～.姥t:t一ルみいしか, T二です｡

8相田､9断､ら御サ食｡あすriろ鹿l‡､布総愈檎

祉金紗こて動じ燭/∫如･t ･夢紘摘1,i如小れT二･国

分食長の碑絹の絹∴留乙新が5),) ､'ibt子､如洩l=入金

tて今き1ttで伺CtIも角i i"金っT-/d't‡倫U)て･111 ･う外し

いりT魂錐Ti如号勺です･. Y,才耕しきしTこ｡

/2嘩o命- /9時30分き1t■ ､ ′釦不味食相t乾布民食感大ホ

ールで身,1rjか小､アトラクシラン･黙祷･明食の才知雀､生

成為推断歓迎C'才難航穐き. ,ち.弟･新兵C,糾え(イ木簡衆

多) ti ､火碑劫細物帝像化癌夜の愈C,藤井卿簸碑示'挽
め迄､断通しLWtli^･棉叶･和子碑者) yl相灸く付き食

う水夕恒零動1Ttい｡碑境頻C'御苑畔C'新見%71く線f L
1千JLt.t,液,+･頼,ド抑え....愈虜も>/一ンb静き, f: ｡

● }Kt: ､冷厳二分榊直在県し動もキる食の頒池拓手樽ポ･

頼嫁互いかt77t潮紅､こい甚暑lh.･ '一朗緒為せ碑

っ1生きて行く八Lこ'*阜な.鵜祉サーtLl六･精神句の碑帥

中瀬しいのです｡仰,/も机､1､み拍Ttのttt可･一℃

糾えきしT二｡

参乙食頭竣LJ ､香田易耕乾生が流水勿^d矧Y,麹し､如く･こ

っ1､1スライドt%即i弼線明し:'流-如L桝種も勃長和就

1こ沸く跡界1ろY,即恒.私吾t,の八麹食料頑嫁も旦軌ニ
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し1くれ1いろ′′Y,､みt,Lろく練絹していT･_r･Jされrこ｡

顔牌乱丁･/碑皐璃拘長よ,) ､私T･-碑碑鰯.Jy,"二
lニいれflいいのか･和食に何や海1ろのか､ LTiLTれ出J:

C7'SL､ニも､井上食%作ろrこ5)に句身enlニ5)I:釦の難病もl

針碑客かtチじれっTj弼t^tb､げろC'-L･lす.劾紅釆
1二･･･-′　考のノ他いろいろtLe

願7t･一ルは.昏鬼庵祉府政湖糸鋤鯛の射
仙ニ//'姥碑tジ泉嬢も糾えます｡　　　　　　●

酵倹l‡ ､小卯隻碑拍糾J小手Lr:｡

～(乳C,電線･ニ1葛翫粧しTl o

がランチ^7 ､九噛海産捕球黙せ紘tニ'S,I }Lr:.

･珂･火乳も衡･･し1 :/才Y:tlJろ11■帝rhへF61が, ･t出

襲1L.す｡山根姥Jん･婦か小1tIみのJ-_ケ.･一L^もして7

5').葛承っイ､,/(一巻も参,1.文Ji作る)Tit:t､ LTi

がら/(入C'呼tt凄絶もY,I/手した.

十勝季軒も､車a/tLス告刺鯛し馨しく豹｡1いさ.Y.1も

灸か,TこttLl ｡

バス洩扱才C)珂抑稀. 5)I/カヾtラブJt､tlきしrこ.

勿1なろ愈　疎開　寮を･+
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赤疲れきき～/

⊂二⊥協tY /vt支撃今

地域部会情報

(女てシラー寮しく終る一山根玲子

田崎･J猪革狩が7月24日bL') ､ユJ4'C'勧【濁音A冬1/絹かか

ましrこ.

十勝ttl過熱グランドホテル駒尊顔C,送迎べス(-_て､由/o

･鑑を三晶㌘告岩窟票禁鳥豪君二義窟霊さ､
棉(ニ確止揚官次5)れrこ｡欄,).i ･互の澄1･tl.ぐす

が′ヾ一キンソン､簡1ん叶碑S/)tJ(二才岩波新作仲,1t;

･J}L,巨｡婁田､′(スL:蘇らqllJ:宙毅ql車1惨糾した与

えおります｡

矛産よ′Jt早く画質'-一敗慮｡金衡こLT ･/田寺潮水上崎

鯛が5)･J易働車t壬N谷へ｡乍憎碑l‡早速打しゃべりで.

入-執事公儀榔こしきし[二｡入-;Gd'軌‡凍角を腐飾為C)

漂二豊子,a:完てt^Jiii ≡
Lr-_｡男湯の亨小J ･′生魚わで

毅晩こ対し　湖中も-;/iLして3).チ.'

為nlウ嬉しLt一身t/5),T二号恒Llす｡

食食も食べlさかTiい他のf;ゼーん桝竪1Ll.も, TニtlTよ､常

でLT･-.倹解の17ラオJTもイ紬･-よrl.解手が巧く.埼J

ん七%です｡分れ･こ解っT二をバTtか,rこ人手1t､マイク･i

lこざ､･/ ､米LL､一時でLf･.｡
rヌ. ､凍みi,凍r-"tれYlL.ウ喜葉をかれTiが■らJ叫

30分葬しか,[-:碑も碓し､逢しつつ､痛･/o'車中(ニ身もゆ

Tでわきレ[こ｡　　　　　　- 7 ~



⊂ノヾネノレディ　ニスカ　ッi/i:1ン)

これカーらの土tizl或保iii! i rl　とカ･､･ら一-

1996咋　2月　10日

司会　(江口鮒嫡辿十勝文部に)

それぞれの1-Jj易で､ムち本部TTiについての宰相があったわけですが､ここでは､それについての補足

芯鬼ということで発滋していた7:さたいと恕います｡クじ促のlll器どおり北斗柄院のW･ll]先生にお腔糾､

します｡

鎌田　(滞法北斗嫡院長)

はい､わかりました｡追加させてTLiくことが2.LI.えごさいまして､ひとつは､嫡院の将来像というこ

とについて､私通が考えていることについて川比さ･tiてもらいたいとILllいます｡

私通の柄院は＼去年の1 2ノ川､ら煉潅型柄嫌が､捌勺な範帽では擬養型に入りますけれども､私通

のとらえかたとしては統合化されたLk嬢というものを--従のコンセプトの叫にY.;いておきまして､そ

の【T7の-施設として位置づけております｡

統合化された医棟というもの此ういうものかとか紺と､私通の棚としましては､急性期か●

ら並急壮桝の泊妹､そして慢性則､そして､在宅｡いわゆる､脳外科･桝項器相の怨者さんにfuL,て

領域を設定いたしまして､一定の流れをつくりあげていくことがございます｡

疾養塑嫡抹酢の中には施設としましては2点日のことと開通してまいりますけれども､ THP､デ

イケア､在宅介護支援､ボランティア､訪問石議､というふうに､恋着さんが嫡院から退院した後､

在宅に抑ナて安心して在宅族長ができるようなソフトオブですね､実態的にもつくり上げていくとい

うようなことを横森型嫡抹那の中に相当なスペースをつくってスタートさせております｡

そして2点日のIIlfなんですけれども､この地域保軸という事に直接的にかかわって参りますけれど

も､先程はちょっと申しませんでしたけれとも､今年の4J]､芙栄的には5月からスタートになると

思いますが､ THP-トータルヘルスゾHモーションといいまして､労働省の勤めで軸康増進事糞な

んですけれども､このものと脳ドック､卑休トノクを組み合わせた恰好で内容を私達なりに公布化させ

ていきたい｡そういったLPで先程からそれぞれのパネラーの方がおっしゃっておられたように､市町

村の方々との具体的な連携の作業をもっと内容のあるものとして展朗して行きたいと思っております

･7]会　はい､屯り難う　ごさいます｡次に的lJrlの野JVlL先Jlお願いします｡

野戊(Pf,r広市細祉部いさが11い拙祉謙丘)

先払紛議老人の部分たけを述へておりましたが､如2万人いらっしゃる6 5才以上の中､例●

えは老人クラブですと6 0才以上も入るんですが､今､ 1万2千人近くの方がW.勤なさっています.

ただ要介護老人だけじゃなくて､私共の立IbPJとしては､これら元気なお咋溜りo)JJ-の生き生きとして

活動する域の整備が一つ必要だろうと考えています｡それから､もう一つは独り蕃らしの方が先程言

いました椎に百人ずつ増えて参ります｡やはり､生活するのが心配だと､特に､夜に嫡気になったら

どうしようかというような悩みがあるようでございますので､だだ料こ在宅サービスだけではなくて

将来はケアハウスでありますとか､或いは世誠人付きの住宅であります姐設省が進めておりますシル

バーハウジングの地殻など､住宅施範にも､私共､如拙の立場で触り組んで行かなさやならないだろ

うと思っております｡

司会　はい､有り難うございました｡それでは芽室叫の.rTJ本先生お接触､します｡

r:J本　(芽室町採伽諜保他推進係長)

在宅介護支援センターの開設なんですけれとも来年の予井の中で準備して行こうというふうに考え
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ております｡平成9呼吸1桃生を目指して町として在宅介護センターを開設したい｡それは出来れば保

鮎福祉センターの中に置いて､そこが文字とおり退路測光だけでなく､実Fli的なものを伴ったかたち

で､稲齢者保鵬係とか探勝推進保との一体化の中で行けるような望ましい支援センターを作るI--rLどう

したらいいかということを､来年度-年かけて考えて行って9年度あたりに開設したいということで

現在準備をしているところです｡

司会　はい､有り難うごさいました｡それでは伊藤さんの方からお願いします｡

伊願　(北海迫難嫡述部務局良)

特にないんですけれども､例えは､今日､こういう城で発酌内逆の支部役El研修会としては､かつて

ないかたちでの取り組みで､お忙しい叫､保RWrT足先/iー掛こ北斗嫡院の院良先生というと､今は北

海道で巌も忙しいお医者さんのひとりではないかと思うんで3'が､そういう人がわざわざお出でいた

だいたり､符広口]Jからも､役域の保鮎hl-.さんもお山でいただいたり､そういうつながりというものを

とう利用するかということを､色々な岩占をLiiTくと同時にそういう那分を湖のrlJに入れておかなきゃな

らないと思います｡

●　掛こ､今日は､追加各支部の先まりですから､このスタ1■ルが＼例えは＼他の支部でどんな風に実
JR化させていくことが山来るんだろうか｡鮒嫡迎の支[,,M.1軌たlナじゃなくて､地域の住民の方々や地

域の保鮎析さん過と一緒になってそういうことに取り組むということだって出来るんじゃないかと思

います｡そういうことを通して私達が地域に返していくものは何なのかということ/I_r考えて行く必要

があるんじゃないかということを考えてIItけたら有り経たいというか､非常に良い機会だったんでは

ないかと思います｡

石】公　はい､どうもT1り鮒うこさいます｡時ruJがあるので､ここで')I:trHJとかありましたらnして頂き

たいとIriJtいますが､フuア一言寸論という形でも㍊梢です｡何かありましたらとうそ､とうですか.

それでは､鎌田先生お朗いします｡

鎌田

もう､一点だけこういう機会ですのでお話させていただきたいと思うんですが｡

現在､痴呆症の患者さんのことについて､社会lTjJRB化しているわけです｡そして市齢化社会に入っ

てますます痴呆症の患者さんの数が増えていくということなんですけれども､残念ながら､この痴呆

症に対する取り組みというのが､ ｢ケア｣というところに重点が置かれて､肝心かなめの｢予防)ど

とか｢治疾｣というところには非常に脆弱だ､希溝だと､現場に居る人rU】として思っております｡

●　これは1点目はなぜこういう苛が起こるかとかますと､瓶呆症そのものに肘る理解が治らない

消去し防ぎようのない柄気というように理解されているのが一般的だからなんですね｡私達は現場に

いて､先程の芽室町の方も含めましてお詔にもありましたけれと､完成された娠呆症に対してどうす

るかという括､これは実際に非常に大切な閥迦なのです｡

それと同時にもうひとつ大切なのは､痴呆症というのは､ひとつの症候群でありまして､種々の原

因疾患を背景にしてでてくる症候群であるということなんですね｡その代表的なのは脳卒中なわけな

んです｡そして､もう1点は放近注目されている｢廃用性痴呆症｣という考え方なのです｡ここ1年

くらいのあいだに普滋化しておりますけれども､これは､そもそも盛鎚的な疾恋が無いにも係わらず

日常生活の中で､脳の活性化というtRlJ面から見て､非常に怠惰な吐yTllを送ってしまうことを通して痴

呆化がどんどん進んでいくと言う嫡燈を言います｡このことが轟近明らかになってきている廃用性痴

呆症です｡

痴呆症と言うとどちらかというと､捕神村の先生達が扱うというのか一般的なんでございますけれ
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ど､私通､現場においてフィールドワーク等をやっており放すと､婚じますのはアルツハイマーとい

う摘左u=代鼓されるような疾患で予防治療､予防及び治棟というケース､現段階の医涙では治凍不可

能と言われる疾患というのは非'冊に少ないわけなんです｡圧倒的に多いのは､やはり旋用性症候群そ

して脳卒中というものを背景にして山て来る緬呆症というのか大多数であるということなんですね浜

松医嬢センターの金子先生と含めて3人のパネラー･言港碗者でディスカッションしたんですけど､や

はり､これから地域保僻というものを考えて行くときに､この痴呆症に対してどう取り組んでいくの

かということを､私通､医疾機関として行政の方々を含めて､システムアップを是非つくり上げて行

きたいと思っています｡

現実的には北海道では栗沢町くらいですけれども､静岡県の方や長野県の方では具体的な作業が展

開されて来ております｡そういった活動というものを､この十勝のチームの中において広範な形で是

非作り出していくことか大切かなと言うことです｡

司会はい､どうも有り難うごさいます｡

.{∴∴∵∴∴ ∵ 二∴∴. ･ ∴ : i=:lL-it∴;:;':I..二三芸...tl一郎さい●

もし､前から寝たきり防止ということで､回の方で色々施策の展開を行っているわけですけれども､

｢痴呆も予防できる｣咽たきりも予防できる｣ということになれば､将来的に介譜の栗用というの

が国全体に見れば､今､考えている以上に安く上がると言うことになれば､今､介護保触とか色々大

騒ぎしてますけれど､今からそういう予防対娘をきらっとやっていけば､将来の我々の負担というの

は思った以上に低く抑えることが出来るんじゃないかと､そのようなことを感じました｡

今､鎌田先生から同じような姑を伺って､大変弟災つけられたというふうに感じています｡それで

は点本先生に最後の締め括りということでお31-を伺って終わりにしたいと放います｡よろしくお蛭か､

します｡

点本　(帯広保佃所長)

どうも皆さんご苦労さまでございます｡お話を伺いまして2 ･ 3主lがついた点をお話したいと思い

ますけれども､この会場を拝見しますと､車椅子で来られている方もいらっしゃるhヾどうでしょうか

この施設は利用し易いでしょうか｡地域や住宅ケアと言いますと家庭と病院だけというような考え方

もあるかも知れませんが､そんなことにはならないですね｡年に何対カ､はこういう所でお風呂に入り

∴-:三㌦.: ㌍指.'三.fL:I l=::I-･;;,∴了こ.':_.:I:㍗::三･R;∴.∴'こ.,Tl'>',-lL-i::hl一一l:'●

の地域にそれが出来るホテルがあるかというと､あまり如､｡それが普通の世の中なのかと､口では

ノーマライゼーションと言っててもですね､こういう施設自体がそうはなっていないわけですね｡

こういう面では行政として､まだまだやらなきゃならないことが沢山あるというふうに思っていま

す｡これは､旅銘組合の方々にも働き掛ナをしまして､今､ ｢ハートビル法｣と言う法律も出来てい

ます｡公共施設については高齢者･降著者か使い易いような施設にしていくという法律もありますけ

れども､あまり拘束力が無いということでなかなか進んでおりません｡こういう事業をきっかけに､

そういうものを進めて行かなきゃならないんじゃないかと､是非､先程､事務局長さんの方から資格

制度が革人されて､即tl分化していくと､確かにわれわれ保他所の職員なんてのは殆ど何らかの梁格

のある人　　　が多いです｡それは､逆に言うとある意味で弊盲が生じ､セクト化につながってい

くと､それぞれの職種でセクトで固まってしまう傾向が無いわけでもありません｡これを乗り越えて

いくには､本当に困っていらっしゃる患者さんの声･ニーズ･欲求に目を向けることだと思います｡
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是非､皆さんの声を聞かゼて頂くということが必紫だというふうに考えております｡

それから福祉施策についてですが､これは全く､今El､初耳でございまして私が不勉強なこともあ

るかもしれませんが､大休こういうものは役所にT朋的く入りますと一番立後に来るのは私の所､何し

ろはんこは鵬番におして行きますから､大体､知るのは一番滋後と､全くこういうことがあるという

ことは他にもいろいろ情報を集めればいろいろあるんでしょうけれど何しろ式面目にやっておりませ

んでしたので､ちょっと情報が入っておりませんでした｡ただ､これを拝見させていただきますと､

決して従来からの制度と矛盾するというふうには考えられません｡今後共､保他所は地域の中の特定

疾患対流のコーデネ-クーとしてやって行かなきゃならないと考えております｡そういう意味で市町

村の福祉対娘と保心所は中心となる従来の採他対決とは､これは表裏一体だというふうに思いますの

でそれがうまく噛み合って初めてうまく行くんだろうと思います｡それから､保鵬所も市町村も高齢

者対策を抱えまして､痴呆対策も大変大きな課岸郎こなっておりますし､梢神保鰹対範も進めなくては

ならないのです｡そうなると膨大な業務を抱えていることになります｡

例えは退院した後の博幸的､欲しいと､そういう脳卒中等の単純法システムも何年か前から動かして

●∵∴l∴ 1'∴ I_: I:1'Ll:. ∴ I::.f･! I.;;:告,lL.言∴:l∴ 二∴∴.':∴'･: '･. : ∵

ると言う中で､確かに人を増やせば出来るんでしょうけれとも､それにも限度があるそうなれば､こ

ういう分野にも､今までボランティアというとどちらかと言うと､手足を使って頂くような内容が多

かった訳ですが､これからはボランティアもある面ではコ-デネイトしてもらうともっと一歩踏み込

んで行政の中で､ぜひ､今までの経験や技術を生かしてもらうようなボランティアも必熟こなるんじ

ゃないかと考えています｡

どちらかというと､一般の方を遠ざけていたような所もありますけれども､これからそういう時代

ではないんではないか｡一番采任を痛感しているのは北梅迫は官主噂というかも知れまセんが充分に

主導して来なかったと思います｡この地域で皆さんが一体何を､今､必要としているのか､どんな医

涙が必要なのか､実際は恥ずかしいことなのだけれども､皆さんが何処にどんな形で退院されている

のか､そして､どういう形で医療を受けていらっしゃるのかっていうことを､充分に把捉していない

ですよ｡残念ですけど､そういうことが分かれば､例えば､帯広市は市立嫡院を作ろうと言う話があ

ります｡その中で､もし､皆さんの声が大きければ､その中にそういう専門の医者を迎れて来るとい

●∴ ‖J'目し∴ I:::HIII_{1 ㌦1㌦∴ - '･l.-ll- I:-ニ_ Lhli ∴ '･予●{-7､.-: i･:I.L･":い■!) :::::_ -I;i

っちゃうんじゃないかと､そういう気がしています｡そういうものを少しでも解決､乗り越えて行く

といいますか､私自身の行政の考え方は､できるだけ地域のニーズを拾い上げてそれを政熊の中に何

しろ中間的な行政ですから､皆さん地元の人達の､実際には囲っている人達の意見を出来るだけ多く

客観的にすくいあげて､それを行政の中に､道や国の行政につなげていくと､そういう役割だという

ふうに私自身考えております｡そのためにも､先程､一番執机に申し上げた個々のケアプランから地

域ブランへ､というような方向の取り組みというのは続けていかなきゃならないんではないかと思い

ます｡前対の紹介が少し足りなかったですけれども､今､やっている採佃所､私の所の事務局でやっ

ているのは､更生化研究で一千万単位のお金を貨ってやっています｡これは､厚生省自体かなりセク

ト的なんですれ私がお金を貰っているのは､健康政旅局という所で保健所とかそういう行政機関を

担当しています｡しかし､棚康政策局というのは一番目の局なんでしょうけれども､ある面ではこう

いう特定疾患対袋をやっている局とはちがうのです.また､老人福祉局ともちがうので､連携がうま

一一1 1 --



くとれていないようなんです｡今､やっている仕事というのは､まさに､特定疾怨の患者さんがどう

いうニーズを抱えているのか､それを把捉するための手法を高齢者で用いた手法を導入しまして､も

っと客観的に横み上げ出来るような形でやりたいということで､そのための研究をやらせてもらって

います｡それを形のあるものにして､今後､この地域の姿につなげて行くような対鰍こなればいいな

と思っています｡そうしなきゃ､何しろ､大分たくさんのお金を使っているものですから､しなきゃ

ならないというふうに思っています｡

聴定疾患対袋については､日々､充分に出来ていないという実感があるのですけれども､そういう

意味では､是非いろんなところに出させて掛､て皆さん方の生の声を聞かせて頂きたいと考えていま

す｡その結果を今後の対発につなげて行きたいというふうに考えていますので､今後共よろしくお願

いします｡

以上

/99占昇2月/oEj ､rこれからC'舛威伸雄7n Y,小ち一

Y･題して的1i竹折こJ(*]レFlィスか′:/ 'ンの梯子を

チー7.おこしの新谷上.西風か､新婚してしきいき甘木t.

離JttをLTこ｡
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幸三Ii:-L串--/ニー_≡
私達患者会の活動にとってボランティアさんのヱ協か言かかすこヒ

zFでき凱1大切なものと'打っています　お世鼓に甘ってい弓可ボラン

ティ7こきんの中でもこ息古いあ付合いの砺友の会呑吐グルー7･ごん

を7vl,%叶いTIL/さす｡

帯広友の会と唱

● 全回友の会L引930(招如)年･羽仁ヒi'子Zi中ELBに｢象姦La簡素

に社食は豊島に｣の理想のbとに.姐最｢婦人え友｣の愛飽者によ
7て創立これT=.中央部は鼻息にあり射3万人の金員zMも.

希え友の会b同年E2人て.把足.況払320代～70代きて1250人の会

員が及の象ち粒点に通知している. - -く十勝九自利より

み､io'--L鹿島倉ヒのかかわりのゆで　-し-:-i1-1㌧T"I.;･

;ミ三宝去享子∵三三III__:-:-:-,- :-._:I I:
き イ本臥精神軌ことんなにつらしl穐日をレていi)刀唱わ.OLらないも4)

'き1･ =I:.;:-LI L-IS-;三三二三三I:=:-三-_-:I

控豊讐二三三三㍍
今年は花火放免て一大変お旺書かこrJリヨL/氏.公私共にbt,杜L/いと

魚すbのですが.かゆいところに手水届くというか.こちらのこと

が見えているかのように.こりすrJく今卑LJ7EX放免とうTJlってし1

3-gか､..ヒ戸をかけていrCだき舌した･盛った軌こ､きZF:ねむく-

お顔レ】できわことLgヒてbIL威し】ことです.これからむとうそJう
しくお顔し戯L/舌す｡　-- I 3 -　　　く荒尾言乙)
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.I.妬..帯広福祉機器情戟

港 :-A. Il糟:fli.V: <'. ′ド,f･., ･

*　機番が也醇にfdhつたとき.より状亀倉生鬼を送るr=d)の.

適切fd一用品を､ご,賂何らと共に一･｣用できる制度で.

できるだ17白骨負担を軽減て.きるJ:ラ.わ手伝し)コヒて

いTLだききす｡

*　ツヨールーム舌でおこL/lこ''dh机rJTい碕lヨ■､お客話下TJiLl｡

すぐ.あうひがいLIrlレ舌す.

iヒ海亀払渡

r,3､机あい葦私. 710)

相磯過勤､磯朝晩

13.重曹'dt頴重りの-

つです.会葬の夢抜

zTうe,､ 3-血戸牛お

患者自身l=よる息脊さんのための結祉鵬　介耳用品ショップ

肘北海遭難病連　福祉機器事業帯広営業所

ふれあい帯広　帯広市西5粂南13丁目

電話　0155 (23) 6602

営業時間　月～金10:00-18:00

知り合の力QへLとんとんあ知らと頂き.あ覆立て下こい
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